


　

去
る
２
月
11
日
、
門
川
町
総
合
文
化
会
館
に
お
い
て
、

宮
崎
県
知
事 

河
野
俊
嗣
様
、
衆
議
院
議
員  
江
藤
拓
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
門

川
町
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
執
り
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

門
川
町
は
、
昭
和
10
年
２
月
11
日
に 

町
制
を
施
行
し
、

今
年
で
80
年
と
い
う
記
念
す
べ
き 

大
き
な
節
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
日
の
門
川
町
を
築
い
て
い
た
だ
い
た
、歴
代
の
町
長
・

町
議
会
議
長
や
議
員
の
皆
様
、
そ
し
て
多
く
の
町
民
の
皆

様
方
の
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
、

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
現
在
、
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少

子
高
齢
化
・
そ
れ
に
伴
う
労
働
人
口
の
減
少
・
地
方
分
権

時
代
の
到
来
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
は
、
大
き
く
変
化
し
、

激
動
の
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
、
た
び
重

な
る
大
災
害
等
が
発
生
し
、
景
気
低
迷
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
政
権
交
代
以
降
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長
戦
略
を
受

け
、
今
、
日
本
の
経
済
は
、
よ
う
や
く
景
気
の
緩
や
か
な

回
復
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

い
て
お
り
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
自
主
性
や
自
立

性
が
、
今
ま
で
以
上
に
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
民
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
夢
を
も
ち
、
夢
を
実
現
で
き
る
社
会
、
す

な
わ
ち
子
供
達
に
未
来
を
託
す
こ
と
が
で
き
る
「
日
本
一

住
み
よ
い
門
川
町
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
地
域
性
の
あ

る
想
像
力
豊
か
な
町
づ
く
り
に 

努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に　

先
人
の
皆
様
の
ご
尽
力
、
町
民
の
皆
様

の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
制
度
事
業
の
導

入
を
図
り
、
圃
場
整
備
や
土
地
区
画
整
理
事
業
に
積
極
的

に
取
組
み
、
国
道
10
号
を
軸
に 

県
内
で
も
有
数
の
コ
ン
パ

ク
ト
で
整
然
と
し
た
町
づ
く
り
を
確
立
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
お
陰
で
、
21
世
紀
に
向
け
て
大
き
く
躍
進
す
る
確

か
な
足
が
か
り
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
町
の
経
済

の
活
性
化
、
町
民
福
祉
の
向
上
に
大
き
な
成
果
が
期
待
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
は
、
平
成
15
年
12
月
議
会
に
お
い
て
自
立
の
道
を

選
択
し
、
そ
の
後
、
長
期
総
合
計
画
や
行
財
政
改
革
構
想

等
に
基
づ
き
、
様
々
な
課
題
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、

更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
東
九
州
自
動
車
道
も
開
通

し
、
現
在
で
は
、
平
成
28
年
度
中
の
「
門
川
南
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
供
用
開
始
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
し
く
到
来
す
る
高
速
道
路
新
時

代
に
向
っ
て
力
強
く
前
進
し
、
将
来
へ
の
強
固
な
発
展
基

盤
を
築
く
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

又
、
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無

線
設
置
事
業
は
、
２
ヶ
年
継
続
の
事
業
で
あ
り
、
町
内
一

円
を
一
度
に
網
羅
で
き
る
情
報
伝
達
手
段
の
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
。

　

こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
産
業
振
興
や
地
域
活
性

化
、
さ
ら
に
は
防
災
対
策
に
十
分
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
町
民
が
安

心
し
て
安
全
な
暮
ら
し
が
構
築
で
き
る
よ
う
に　

こ
れ
か

ら
も
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
未
来

の
門
川
町
を
担
っ
て
い
く
人
材
の
育
成
は
大
き
な
課
題
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

記
念
式
典
に
、
町
内
各
小
・
中
学
校
か
ら
50
名
の
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
、
並
び
に
、
県
立
門
川
高
等
学
校
の
門
川

出
身
の
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
も
多
数
出
席
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

20
年
後
の
百
周
年
の
お
祝
い
を
す
る
頃
に
は
、
こ
の
子

ど
も
達
が
門
川
町
を
担
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
と　

大

事
な
宝
物
で
す
。

　

立
派
な
大
人
に
育
つ
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
教
育
の
充
実

振
興
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
が
、
我
ふ
る

さ
と
門
川
に
、
よ
り
大
き
な
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う

な
、
元
気
な
町
づ
く
り
に
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

記
念
式
典
で
は
、
町
民
功
労
の
皆
様
を
表
彰
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ど
う
か
今
後
と
も
健
康
に
ご
留
意
を
い
た
だ
き
、
尚
一

層
本
町
の
発
展
に
ご
尽
力
、
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
共
も
、
こ
の
80
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
を
、

こ
れ
ま
で
の
先
人
・
先
輩
が
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
歴
史
に
学

び
更
な
る
発
展
を
遂
げ
る
新
た
な
船
出
の
年
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
町
の
素
晴
ら
し
い 

山
あ
り
、
川
あ
り
、

海
あ
り
の
自
然
豊
か
な
環
境
を
活
か
し
、
地
域
の
活
動
と

町
政
が
連
携
を
図
り
、
町
民
す
べ
て
が
健
康
で
生
き
が
い

を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
日
本
一
住
み
よ
い
門
川

町
」
の
建
設
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

門
川
町
制
施
行
80
周
年
を
迎
え
て

門
川
町
功
労
者
の
表
彰

　

町
制
施
行
80
周
年
を
記
念
し
て
、
各
分
野
に

お
い
て
永
年
に
亘
り
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま

し
た
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

（
個
人
）

【
自
治
功
労
】

米　

良　

成　

志  

様
（
城
屋
敷
）

濵　

田　

作　

男  

様
（
庵
川
西
）

工　

藤　
　
　

剛  

様
（
東
栄
町
）  

鎌　

田　

五　

男  

様
（
平
城
西
）

奈　

須　
　
　

浩  

様
（
中
尾
）

【
産
業
経
済
功
労
】

坂　

本　

榮　

男  

様
（
尾
末
東
）

横　

井　

嘉
次
郎  

様
（
庵
川
東
）

黒　

木　

康　

文  

様
（
上
井
野
）

大　

森　

有　

二  

様
（
加
草
４
区
）

【
教
育
文
化
功
労
】

工　

藤　

満　

生  

様
（
宮
ケ
原
）

平　

木　
　
　

健  

様
（
加
草
１
区
）

長
谷
川　

義　

明  

様
（
小
園
）

金　

丸　

和　

俊  

様
（
五
十
鈴
）

【
福
祉
功
労
】

櫻　

川　

ミ
エ
子  

様
（
中
村
）　

（
団
体
）

【
教
育
文
化
功
労
】

特
定
医
療
法
人　

浩
洋
会

田
中
病
院
野
球
部  

様

門
川
ホ
ワ
イ
ト
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団  

様

門
川
町
制
施
行
80
周
年
記
念
切
手
を

発
売
中
で
す

　

門
川
町
制
施
行
80
周
年
を
記
念
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
を
限
定
１
０
０
０
シ
ー
ト

で
販
売
中
で
す
。

　

門
川
の
風
景
、
歴
史
、
文
化
が
切
手
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

内
容
：
82
円
×
10
枚

価
格
：
１
０
０
０
円

販
売
窓
口
：
門
川
町
役
場
企
画
財
政
課　
　
　

　
　
　
　
　
（
役
場
２
Ｆ
）
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頑
張
れ
！
受
験
生
!!

　

１
月
23
日
（
金
）
に
門
川
町
商
工
会
（
会

長 

松
澤 
衛 
様
）
よ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

門
川
町
内
の
中
学
３
年
生
に
「
落
ち
な
い
り

ん
ご
」
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
落
ち
な
い
り
ん
ご
」
と
は
平
成
３
年
に

青
森
県
を
襲
っ
た
台
風
19
号
の
最
大
瞬
間
風

速
50
ｍ
を
超
え
る
暴
風
に
耐
え
、
実
を
落
と

さ
な
か
っ
た
木
に
な
っ
た
り
ん
ご
の
こ
と

で
、”
落
ち
な
い
“
と
い
う
こ
と
か
ら
受
験

生
の
縁
起
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
の
進
路
を
叶
え
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

受
験
生
の
皆
さ
ん
、
希
望
の
進
路
に
進
め

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
！

救
命
行
為
で
日
向
市
消
防
本
部
よ
り
表
彰

　

２
月
13
日
（
金
）、
東
栄
町
在
住
の
竹
中

正
勝
さ
ん
が
日
向
市
消
防
長
よ
り
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
竹
中
さ
ん
は
１
月
18
日

に
か
ど
が
わ
温
泉
心
の
杜
で
入
浴
中
に
、
高

齢
男
性
が
浴
槽
に
浮
い
て
い
る
の
を
発
見
。

す
ぐ
に
男
性
を
引
き
上
げ
意
識
が
な
か
っ
た

た
め
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
、
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
男
性
は
意
識
を
回
復
し
ま
し
た
。
竹

中
さ
ん
は
十
数
年
前
に
会
社
で
救
急
救
命
講

習
を
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

竹
中
さ
ん
の
機
敏
で
勇
気
あ
る
行
為
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
26
年
度
公
益
財
団
法
人
宮
崎
県
体

育
協
会「
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
・
奨
励
賞（
小

中
高
生
）」
伝
達
表
彰
式

　

２
月
16
日
（
月
）、
公
益
財
団
法
人
宮
崎

県
体
育
協
会
「
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
（
小
中

高
生
）」
伝
達
表
彰
式
が
、
門
川
・
草
川
・

五
十
鈴
小
学
校
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
は
全
国
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
、
そ
の
功
績
が
顕
著

平
成
26
年
度

か
ど
が
わ
「
教
育
の
絆
」
推
進
懇
話
会 

を
行
い
ま
し
た
！

　

２
月
３
日
（
火
）
に
、
第
５
回
『
か
ど
が

わ
「
教
育
の
絆
」
推
進
懇
話
会
』
を
行
い
ま

し
た
。
本
推
進
懇
話
会
は
、「
門
川
町
の
子

ど
も
た
ち
に
、『
確
か
な
学
力
』
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

協
働
し
て
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
増
や
し

ま
し
ょ
う
。」
と
言
う
目
的
で
、
昨
年
８
月

か
ら
計
５
回
実
施
し
ま
し
た
。
会
員
は
、
30

名
（
地
域
の
学
校
関
係
団
体
の
代
表
者
12
名
、

各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
５
名
、
学
校
関
係
者
13

名
）
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

な
団
体
（
個
人
）
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
町

内
か
ら
第
７
回
春
季
全
日
本
小
学
生
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
第
２
位
の
門
川
ホ
ワ
イ
ト

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
門
川

小
21
名
・
草
川
小
３
名
・
五
十
鈴
小
１
名
）

と
第
23
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
都
道
府
県
対
抗
女
子
団
体
第
３
位

の
宮
崎
県
小
学
生
女
子
選
抜
チ
ー
ム
（
五
十

鈴
小
１
名
・
門
っ
子
く
ら
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
選
手
の
み
な

さ
ま
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
本

町
の
子
ど
も
た
ち

の
学
習
状
況
や
、

学
力
に
関
係
の
深

い
生
活
習
慣
や
学

習
習
慣
な
ど
に
関

す
る
実
態
を
把
握

し
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
協
働
で
取

り
組
む
べ
き
内
容

に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

２
月
３
日
に
行
わ

れ
た
最
後
の
会
で

は
、
左
記
の
よ
う

な
取
組
を
次
年
度

か
ら
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

○
学
校

◆
「�

分
か
る
・
で
き
る
授
業
」
を
目
指
し
、

指
導
方
法
を
工
夫
・
改
善
す
る
。

◆�

授
業
と
家
庭
学
習
を
し
っ
か
り
と
つ
な
ぐ

「
か
ど
が
わ
学
び
の
サ
イ
ク
ル
」
を
確
立

す
る
。

○
家
庭

◆�

学
力
に
影
響
の
大
き
い
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

機
の
使
い
方
を
考
え
る
「
メ
デ
ィ
ア
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
」
に
取
り
組
む
。

◆�
学
力
の
向
上
に
効
果
の
あ
る
家
庭
読
書

「
家
読
（
う
ち
ど
く
）」
に
取
り
組
む
。

○
地
域

◆�

子
ど
も
・
保
護
者
・
地
域
住
民
が
、
一
緒

に
参
加
で
き
る
行
事
に
取
り
組
む
。

　

※�

夏
休
み
の
「
ラ
ジ
オ
体
操
」、
地
域
の

防
災
訓
練
な
ど

◆�

地
域
の
大
人
か
ら
、
子
ど
も
に
あ
い
さ
つ

を
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
関
わ
り
を
も
つ
。

◆�

地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
子
ど
も
を
増
や

す
取
組
を
行
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
活
動
を
行
う
予
定

で
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

寄
附
の
お
礼

　

２
月
12
日
に
、
宮
ケ
原
地
区
に
あ
り
ま
す

「
特
定
医
療
法
人　

浩
洋
会　

田
中
病
院　

理
事
長　

田
中
浩
夫
」
様
よ
り
、
学
校
教
育

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
多
額
の
寄
附
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
、
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

『
門
川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
』

　
　
　
　
　
　
　

プ
レ
オ
ー
プ
ン
!!

　

昨
年
か
ら
中
央
公
民
館
附
属
棟
を
資
料
館

と
し
て
改
修
整
備
（
展
示
）
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
公
開
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
身
近
な
学
び
の
場
と
し
て

活
発
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

【
展
示
内
容
】

１
階
…
手
で
触
っ
て
み
よ
う
「
昔
の
道
具
」

２
階
…�

農
林
漁
業
、
生
活
用
品
、
遺
跡
出
土

品
、
古
文
書
等
の
展
示

　

多
く
の
方
々
に
門
川
町
の
歴
史
や
文
化
を

見
て
・
触
れ
て
・
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

【
開
館
日
】
平
成
27
年
３
月
２
日（
月
）か
ら

【
開
館
日
時
】
月
～
金
９
時
～
16
時
（
当
分

の
間
）

　

な
お
、
今
後
は
、
同
敷
地
内
の
中
央
公
民

館
の
耐
震
改
修
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
資
料
館
の
本
格
オ
ー
プ
ン
は
、
中
央
公

民
館
の
工
事
完
成
後
と
な
り
ま
す
。
資
料
館

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は　

社
会
教
育

課
（
☎
６
３
|
１
１
４
０
内
線
２
６
６
）
ま
で
。
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１
階

２
階

門川小

五十鈴小 草川小
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○廃車手続きはお済みですか？
　原動機付自転車や軽自動車に対する軽自動車税は、毎年４月１日現在で車両を所有（登録）してい
る場合に、年税額が課税されます。そのため、４月２日以降に廃車や名義変更をされても、月割り課
税の制度はなく、その年度分の税金を納めていただくことになります。

○ご注意とお願い
・�現物を廃棄処分されただけでは登録が残ることになります。すみやかに廃車手続きをおこなってくだ
さい。
・�知人等に譲渡した場合も名義の変更が必要です。（手続きもれの場合は、前所有者に納税通知書が送
られます。）
・盗難に遭われた場合でも、警察への盗難届出に加えて、廃車手続きが必要です。

※平成 26 年度税制改正における軽自動車税について
　広報かどがわ１月号でお知らせした二輪車等の税率（年額）については、平成 27 年度与党税制改正
大綱（平成 26 年 12 月 30 日付）において、適用開始を１年間延期し、平成 28 年度分から変更される
となっています。詳細がわかり次第、お知らせいたします。

【お問い合わせ先】門川町役場　税務課　☎ 0982-63-1140（内線 236）

平成27年度  町民税・県民税・国民健康保険税  申告日程表 町県民税・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の申告のご案内
　この申告は、平成 27 年１月１日現在門川町に住んでいる方、全員が対象です。ただし、個人宛の申告案
内 (ハガキ等 ) の通知はいたしませんので、左側の日程表をご覧の上、期限内に申告を済ませてください。
　なお、確定申告が必要な方は添付書類が揃わないと受付できませんのでご了承ください。

◆申告が必要な方◆
　①２ヶ所以上からの収入があった方
　②年末調整をされなかった方
　③町外に居住する人の扶養になっている方
　④収入がない方、障害年金・遺族年金・恩給のみの方
　（※未申告の場合、高額療養費の限度額が高額になったり、国民健康保険税（料）の軽減対象外となります。）
　⑤公的年金収入のみの方
　※�公的年金のみの収入で１年間の年金収入が 400 万円以下の方は確定申告の義務はありませんが、医療費

控除や生命保険料控除、扶養控除等の各種控除がある場合は町県民税の申告をされないと、それらの控
除が考慮されずに平成２７年度の町県民税や各保険税（料）計算されることになりますのでご注意くだ
さい。

　　なお、医療費控除などによる所得税の還付を受けるための確定申告書の提出は、これまで通りできます。

【ご持参いただくもの】
１. 所得の計算に必要なもの
　①給与、賃金及び報酬等のあった方は、平成 26 年分の源泉徴収票か給与明細書又は支払証明書。
　　（所得税還付申告では源泉徴収票の原本のみ有効）
　②年金収入のあった方は、支払者から郵送されてきた平成 26 年分の源泉徴収票。
　③�事業 ( 営業・農業・漁業・不動産収入等 ) を営んでいる方は、平成 26 年中の収支の内容がわかる帳簿、

請求書、納品書、領収書、預金通帳等）
　④�その他に、生命保険、簡易保険の満期 ( 一時所得 ) や譲渡所得で所得税 ( 確定申告 ) の申告不要となっ

た所得のある方は、その関係書類。

２. 所得から差し引く金額の計算に必要なもの
　①生命保険料、地震保険料の支払い明細書。
　　※�生命保険料控除について、現行の「一般生命保険料控除」、「個人年金保険料控除」に加え、「介護医

療保険料控除 ( 介護・医療保障を対象とした契約の支払保険料）」が新設されました。
　②社会保険料の支払証明書又は、領収書。
　③国民年金保険料の支払証明書 ( 日本年金機構より郵送されたもの )
　　注：これらの証明書等の持参がない場合は控除として認められませんのでご注意ください。

３. 印鑑を必ずご持参ください。

次の要件に該当する方は、申告する必要がありません。
１.�給与所得のみの方で年末調整の済んでいる方。
　( ただし、医療費控除等を受ける場合は、申告の必要があります。)
２. 公的年金のみの方で次の条件に該当する方。( 遺族年金・障害年金は除く )
　①昭和 25 年１月１日以前生まれの方 (65 歳以上 ) で、公的年金の合計額が 148 万円以下の方。
　②昭和 25 年１月２日以降生まれの方 (64 歳以下 ) で、公的年金の合計額が 98 万円以下の方。
３. 確定申告をされた方。( する予定の方 )

※税務署から案内文が送られてきた方は、延岡税務署で申告を行ってください。

≪お問い合わせ先≫
　門川町役場　☎ 0982-63-1140　税務課・住民税係（内線 236）　町民課・医療年金係（内線 227）
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　町民の皆さまにおかれましては、日ごろよりご協力いただき誠にありがとうございます。調査・報告が終
了しました 12 月分及び１月分をご報告いたします。（比較対象として 11 月分も掲載しております）

 門川町では、不法投棄を防止するために、関係機関と連携し、パトロールや広報紙
等による周知を行っていますが、道路わきや人目につかない場所への不法投棄が後
を絶たない状況にあります
　このため不法投棄の未然防止と不法投棄された廃棄物の適正処理を図るために、
不法投棄監視カメラを、上町地区、庵川地区をはじめ複数箇所に設置しました。
　土地の所有者・管理者の方も、草刈り等で不法投棄をされにくい環境づくりにご
協力お願いします。

不法投棄とは
　不法投棄とは、「廃棄物をみだりに捨てること」をいいます。
廃棄物は、日々の生活から出る家庭ごみ等の一般廃棄物や事業活
動で排出される産業廃棄物などがあります。これら廃棄物は「廃
棄物の処理及び清掃に関する法律」によりそれぞれ適正な処分方
法が定められています。

不法投棄は犯罪です
　法律に違反して廃棄物を不法投棄した人は、５年以下の懲役若
しくは 1,000 万円以下の罰金（又はこの併科）が科せられます。

　不法投棄は、地域の景観を損なうだけではなく、自然環境の破
壊・公害問題にもつながりますので「不法投棄」は絶対にやめましょう。

　プラスチック製容器包装分別につきましては、町民の皆さまのご理解とご協力のもと順調に行われていま
すが、一部に異物が見受けられます。中には危険物などが混入しており、重大な事故につながる可能性があ
りますので、ご注意いただきますようお願いします。また、汚れのついたままのプラスチック製容器包装は、
汚れをおとしてきれいにして出してください。

※プラ製容器包装については、収集業者が直接、ひゅ
うがリサイクルセンターに搬入しております。
　ひゅうがリサイクルセンターへ搬入後に調査された
結果数値を上記に記入しております。

年金保険料を納められない学生の方は「学生納付特例制度」の手続きを!!
　日本国内に住むすべての人は、20歳になった時から国民年金の被保険者となり、保険料の納付が義務づけら
れていますが、学生については、申請により在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けら
れています。本人の所得が一定以下の学生が対象となります。なお、家族の方の所得の多寡は問いません。
　学生納付特例は年度（４月から翌年３月）ごとに審査され、毎年度申請が必要です。過去の学生納付特例期間
については、申請日より、原則２年１か月前までの在学期間についてさかのぼって申請できます。
　申請を行わず、保険料を未納のままにしておくと、不慮の事故や病気による障害について、障害基礎年金が
受けられなくなる場合がありますので、ご注意ください。

手続きに必要なもの
　・年金手帳
　・学生証（両面の写しでも可）または在学証明書
　・認印（本人が署名する場合は不要）と本人確認できるもの
　※状況によりこのほかのものが必要な場合があります。

手続きをする場所・お問い合わせ先
門川町役場　町民課医療年金係（電話0982-63-1140）　延岡年金事務所（電話0982-21-5424）

ペットボトルが混入 危険な異物が混入 燃えるゴミが混入
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東九州自動車道「佐伯～蒲江間」開通記念

｢乙女の島旅！～健･美･食 in 乙島｣について
　門川町観光協会では、門川町のシンボル的な存在にして ｢ 乙女の島 ｣ の由来のある無人島 ｢ 乙島 ( おとじ
ま )｣ などを舞台に、20 ～ 30 代を想定した女性限定ツアーを下記のとおり開催いたします。
　１泊２日の旅のテーマは、「健康」「美」「食」。美姿レッスン、小顔メイク ･ レッスン、世界にひとつだけ
のジュエリーづくり、美活ヨガ、シーカヤック体験のほか、食事ではヘルシーな薬膳にこだわるなど、〝女
子力アップ〟のための各種メニューを準備しました。
　皆さまのご参加をお待ちしております。

【旅行名】乙女の島旅！～健 ･ 美 ･ 食 in 乙島
【日　程】平成 27 年 3 月 21 日（土・祝）～ 22 日（日）《１泊２日》
【場　所】門川町乙島、かどがわ温泉 ｢ 心の杜 ｣ ほか
【内　容】20 ～ 30 代を想定した女性限定ツアーです。〈スケジュール等は別紙参照〉 
【モニター料金】〈お一人様〉5,000 円
【募集定員】〈女性限定〉24 名 ( 最少催行 12 名 )
【応募締切】３月 10 日（火）　※ただし、定員に達し次第、締め切りとなります。
【宿泊先】かどがわ温泉 ｢ 心の杜 ｣( 洋室 ･ 和室、各室２～４名相部屋 )
【食事回数】昼 ･ 夜 ･ 翌朝
【主催等】主催：門川町観光協会／協力：AVC 放送開発 ･ ハウスオブハニー日向 ･ 有志会
【お申込み ･ お問い合わせ先】門川町観光協会　TEL&FAX:0982-57-4110

E-mail：kanko-kadogawa@bz04.plala.or.jp

　40 ～ 50 代の働き盛りの受診者はいずれも大変少ないです。働き盛りの年代は胃、大腸、肝臓等の消化器
系がんに罹患する割合が高く門川町でもその傾向がみられます。がんで亡くなる男性が門川町で多いのはこ
のグラフの様な受診率の低さが影響しているのではないかと思われます。国の統計では胃がんの罹患率、死
亡率は 40 代後半から増加し始め男女比では男性の方が高いです。40 歳過ぎたらぜひがん検診を受診しましょう。

（町民課　健康づくり係）

　上記は平成 24 年の門川町の男女それぞれの死亡原因疾患の割合です。男性は悪性新生物、女性は循環器
系疾患で亡くなる方が多いです。
　門川町は、宮崎県で最も悪性新生物で死亡する男性の割合が高いです。
　（H22 ～ 24 年までに男性 129 人、女性 66 人が、がんで死亡）
　がんの中でも胃がん、大腸がんは早期発見治療することで９割以上の方が助かります。
　２人に１人ががんになる時代！平成 27 年度の検診日程表（黄色）と申込書を３月初めにご家庭に配布し
ています。ぜひこの機会にお申し込みください。
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④
渡
船
料

無　

料（
門
川
町
観
光
協
会
で
負
担
し
ま
す
）

⑤
募
集
定
員　

１
０
０
名
以
内（
無
料
）

⑥
主
催
等

主
催
：
門
川
町
観
光
協
会

協
力
：
門
川
渡
船
組
合
・
門
川
町
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
・
マ
イ
ケ
ル
会
･
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
・
門
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

⑦
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

門
川
町
観
光
協
会

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８
２
|
５
７
|
４
１
１
０

E-m
ail

：kanko-kadogawa@
bz04.plala.or.jp

　

門
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
向
学
心
が
あ

り
十
分
な
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
に

対
し
、
学
資
の
一
部
を
貸
与
し
、
将
来
有
能

な
社
会
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
27
年
度
門
川
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
貸
与
資
格

　

保
護
者
が
門
川
町
に
住
所
を
有
し
、
将
来

に
お
い
て
も
住
居
を
有
す
る
見
込
み
の
子
弟

で
、高
等
学
校
及
び
大
学
（
高
等
専
門
学
校
・

短
期
大
学
を
含
む
）
に
学
籍
を
有
す
る
者

○
奨
学
金
の
額

　

高
校
奨
学
生　

月
額　

１
０
，
０
０
０
円

　

大
学
奨
学
生　

月
額　

２
０
，
０
０
０
円

○
貸
与
期
間

　

決
定
の
日
よ
り
進
学
す
る
学
校
の
正
規
の

修
業
期
間

①
内　

容

　

午
前
中
は
乙
島
の
ゴ
ミ
拾
い
作
業
で
す
。

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
島
の
西

側
と
東
側
に
漂
着
し
た
ゴ
ミ
類
を
集
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

正
午
か
ら
午
後
２
時
ま
で
は
昼
食
、
島
内

散
策
の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
。
昼
食
は
各
自
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
お
茶
は
門
川
町
観

光
協
会
で
用
意
し
ま
す
。

　

お
帰
り
の
際
に
は
、
全
員
に
門
川
産
イ
チ

ゴ
（
１
パ
ッ
ク
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
る
方
は
、
長
袖
上
着
の
着
用
及

び
帽
子
や
靴
、
手
袋
、
タ
オ
ル
の
準
備
な
ど

安
全
か
つ
作
業
し
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　

団
体
で
も
個
人
で
も
参
加
は
自
由
で
す
。

無
人
島
「
乙
島
」
に
行
っ
て
み
た
い
け
ど
、

こ
れ
ま
で
機
会
が
な
か
っ
た
と
い
う
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
「
乙
島
」
の
魅
力
を
発
見

し
て
く
だ
さ
い
。

②
日　

時

平
成
27
年
3
月
15
日
（
日
）
９
時
～
14
時　

※
雨
天
時
は
中
止（
３
／
13
に
決
定
し
ま
す
）

８
時
30
分
～
９
時
…
受　

付

９
時
…
出
港
（
乙
島
ま
で
約
５
分
）

９
時
30
分
～
12
時
…
ゴ
ミ
拾
い
作
業

12
時
～
14
時
…
昼
食
･
乙
島
フ
リ
ー
タ
イ
ム

※
昼
食
は
各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

14
時
…
帰
港
（
漁
港
ま
で
約
５
分
）

※
お
み
や
げ
は
イ
チ
ゴ
１
パ
ッ
ク

②
集
合
場
所

門
川
町
庵
川
漁
港
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

門
川
漁
港
か
ら
の
出
帰
港
も
あ
り
）

参
加
者
募
集
！
無
人
島
「
乙
島
」

見
た
い
！
片
づ
け
隊

○
償
還
期
間

　

卒
業
の
月
よ
り
３
ヶ
月
経
過
後
、
貸
与
期

間
の
２
倍
の
期
間
以
内
で
の
償
還
と
な
り
ま

す
。

○
出
願
手
続
き

　

次
の
書
類
を
期
日
ま
で
に
本
人
が
教
育
総

務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
奨
学
生
願
書

②
家
庭
状
況
調
書

③
成
績
証
明
書（
入
学
前
最
終
学
校
の
も
の
）

④
入
学
許
可
証
明
書
又
は
在
学
証
明
書

⑤�

世
帯
全
員
の
平
成
２
６
年
分
源
泉
徴
収
票

も
し
く
は
平
成
２
６
年
中
の
所
得
を
証
明

で
き
る
も
の

（
※
右
記
書
類
の
う
ち
、
①
及
び
②
に
つ
い

て
は
教
育
総
務
課
に
直
接
取
り
に
来
て
い
た

だ
く
か
、
ま
た
は
門
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。）

○
受
付
期
間

　

�

平
成
27
年
３
月
16
日
（
月
）
か
ら
平
成
27

年
４
月
24
日
（
金
）
ま
で

○
募
集
人
数　

若
干
名

○
選
考
方
法

　

門
川
町
奨
学
生
選
考
基
準
に
よ
り
教
育
委

員
会
が
決
定
を
し
、
６
月
末
日
ま
で
に
本
人

に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
並
び
に
連

帯
保
証
人
に
も
説
明
（
通
知
）
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
総

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）
教
育
総
務
課

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
６
７
）　

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
公
共
性
が
高
く

低
料
金
で
保
障
の
充
実
し
た
保
険
で
す
。

　

5
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
（
団
体
）
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
団
体
活
動

に
最
適
な
保
険
で
す
。

　

各
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
積
極
的
に

ご
活
用
頂
き
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
！

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

（
公
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎
県
支
部

☎
０
９
８
５
|
５
５
|
３
１
３
６

【
保
険
期
間
と
補
償
範
囲
】

◇�

3
月
31
日
迄
に
入
金
頂
い
た
場
合
は
、
4

月
1
日
か
ら
翌
年
3
月
31
日
迄
と
な
り
ま

す
。
4
月
1
日
以
降
の
入
金
の
場
合
は
、

入
金
日
の
翌
日
よ
り
保
険
は
有
効
に
な
り

ま
す
。

◇�

保
険
に
加
入
頂
い
た
グ
ル
ー
プ
（
団
体
）

の
活
動
中
と
そ
の
往
復
中
の
事
故
が
対
象

と
な
り
ま
す
（
Ａ
Ｗ
を
除
く
）。
Ａ
Ｗ
…

子
ど
も
向
け
の
個
人
活
動
ま
で
補
償
で
き

る
区
分
。

　

加
入
依
頼
書
等
が
必
要
な
場
合
は
、
門
川

町
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
前

年
度
加
入
団
体
へ
は
2
月
下
旬
に
登
録
住
所

宛
て
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
受
付
は
3
月
2
日
よ
り
始

ま
り
ま
す
。

門
川
町
奨
学
生
募
集
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昨
年
９
月
こ
ろ
か
ら
、
町
内
で
室
外
機
を

盗
ま
れ
る
窃
盗
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
多
く
は
空
き
家
で
発
生
し
て
お
り
、

被
害
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
が
、
空
き
家
だ
け
で
な
く
、
現
在
も
使

わ
れ
て
い
る
店
舗
や
住
居
で
の
被
害
も
出
て

い
ま
す
。

　

室
外
機
を
盗
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
以
下
の
対
策
法
を
考
え
て
み
ま

し
た
。

■
防
犯
用
に
砂
利
を
敷
く

■�

室
外
機
本
体
を
チ
ェ
ー
ン
と
南
京
錠
で
固

定
す
る

■
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
設
置
す
る

　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
例
で
す
が
、
防
犯
に

一
定
の
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

屋
外
に
あ
る
機
械
類
は
、
窃
盗
犯
の
恰
好

の
餌
食
と
な
っ
て
い
ま
す
。
屋
外
に
出
し
た

ま
ま
の
機
械
類
が
な
い
か
、
倉
庫
や
車
の
鍵

は
し
っ
か
り
掛
け
て
あ
る
の
か
、
空
き
家
も

含
め
て
今
一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
間
、
宮
崎
市
・
延

岡
市
・
都
城
市
の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
の

運
転
免
許
試
験
は
、
進
学
・
就
職
時
期
で
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
予
約
制
に
な
り
ま

す
。

　

平
成
24
年
に

門
川
町
を
舞
台

と
し
て
撮
影
さ

れ
た
地
域
発
信

型
映
画
「
ウ
ミ

ス
ズ
め
し
」
が
、

沖
縄
国
際
映
画

祭
出
品
短
編
作

品
集
と
し
て
、

3
月
4
日
に
発

売
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

門
川
町
役
場

企
画
財
政
課
で

も
数
量
限
定
で

す
が
、
定
価
３
，８
０
０
円
を
３
，０
０
０
円

で
取
扱
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
購
入
希
望
の

方
は
企
画
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
５
１
）

　

広
報
か
ど
が
わ
２
月
号
（
№
６
３
６
号
）

の
第
５
回
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
の
出

場
者
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｂ
チ
ー
ム　

第
７
区

　

誤
：
末
永
翔
梧
さ
ん

　

正
：
水
永
翔
梧
さ
ん

　

関
係
者
の
皆
様
に
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う

お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て

■
予
約
制
に
よ
る
試
験
期
間

　

２
月
12
日
（
木
）
～
４
月
３
日
（
金
）

■
予
約
受
付
期
間

　

�

１
月
30
日
（
金
）
～
４
月
２
日
（
木
）
の

受
験
前
日
ま
で

■
予
約
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

�

10
時
～
12
時
、
14
時
（
宮
崎
は
13
時
）
～

17
時

■
試
験
日

　

�

普
通
等
～
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　

原
付
・
小
特
～
水
曜
日

■
連
絡
先

　

宮
崎　

☎
０
９
８
５
|
２
４
|
９
９
９
９

　

都
城　

☎
０
９
８
６
|
２
５
|
９
９
９
９

　

延
岡　

☎
０
９
８
２
|
３
３
|
９
９
９
９

　

も
う
す
ぐ
花
粉
の
舞
う
季
節
で
す
。
今
年

は
花
粉
が
多
い
予
報
が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

マ
ス
ク
や
目
薬
の
ご
用
意
を
忘
れ
ず
に
。

　

ま
た
、
異
動
や
引
越
し
等
で
車
を
運
転
す

る
機
会
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
出
会
い
、
新
し
い
職
場
を
迎
え
る

こ
の
時
期
に
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
悲
し
い

思
い
を
し
な
い
よ
う
、
事
故
に
は
十
分
に
お

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｕ
Ｐ
!!

　

室
外
機
の
盗
難
、
交
通
事
故
、
自
転
車
盗

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
を
目
撃
し
た
り
、
不
審
者
を
見
か
け

た
ら
す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
し
て
下
さ
い
。

　

あ
な
た
の
素
早
い
通
報
が
、
犯
罪
抑
止
検

挙
に
繋
が
り
ま
す
。

　

県
内
に
お
い
て
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
名
乗
る
電
話
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

複
数
の
人
物
が
登
場
す
る
「
劇
場
型
」
の

詐
欺
で
、
会
社
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
登

場
し
、
脅
迫
、
恫
喝
等
も
行
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
て
も
応
じ
ず
に
、

す
ぐ
に
役
場
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
日
頃
か
ら
の
危

機
感
と
素
早
い
相
談
が
、
被
害
を
防
ぎ
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

産
業
振
興
課
商
工
係

☎
６
３
|
１
１
４
０

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
延
岡
支
所

☎
０
９
８
２
|
３
１
|
０
９
９
９

　

門
川
町
一
斉
避
難
訓
練
は
、
５
月
24
日

（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
広
報
か
ど
が
わ
４
月
号
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

門
川
が
舞
台
の
短
編
映
画

「
ウ
ミ
ス
ズ
め
し
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が

発
売
さ
れ
ま
す

「ウミスズめし」撮影風景

運
転
免
許
試
験
の
ご
案
内

一
斉
避
難
訓
練
に
つ
い
て

室
外
機
を
狙
っ
た
窃
盗
事
件
が

多
発
し
て
い
ま
す

門
川
交
番
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
交
番
か
ら
の
お
知
ら
せ

宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
名

乗
る
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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必
要
で
す
。）

・
参　

考

　

雇
用
保
険
受
給
者
は
諸
手
当
を
受
給
し
な

が
ら
訓
練
が
受
講
で
き
ま
す
。
雇
用
保
険
受

給
者
以
外
の
方
も
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受

講
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
申
込
先

　

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）
に
「
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
で
訓
練
を

受
け
た
い
」
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡

　

担
当
：
訓
練
支
援
係

　

☎
０
９
８
２
|
３
７
|
０
６
４
９

プ
ラ
グ
や
コ
ー
ド
の
正
し
い
使
い
方

①�

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
で
一
度
に
た
く
さ
ん
の

電
気
を
使
用
す
る
タ
コ
足
配
線
は
過
熱
し

て
危
険
！
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
は
容
量
の
範

囲
内
で
使
お
う
。

②�

漏
電
に
よ
る
、
感
電
を
防
止
し
よ
う
。
湿

気
の
多
い
場
所
で
使
用
す
る
電
気
製
品
は

ア
ー
ス
を
取
付
け
よ
う
。

③�

エ
ア
コ
ン
や
電
子
レ
ン
ジ
、
衣
類
乾
燥
機

な
ど
消
費
電
力
の
大
き
い
電
気
製
品
は
専

用
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
取
付
け
よ
う
。

④�

電
気
製
品
を
使
う
前
に
は
必
ず
取
扱
説
明

書
を
読
み
、
説
明
書
は
手
近
な
と
こ
ろ
へ

ま
と
め
よ
う
。

⑤�

水
は
電
気
を
通
し
や
す
い
！
濡
れ
た
手
で

ス
イ
ッ
チ
や
プ
ラ
グ
に
触
る
の
は
危
険
！

⑥�

ス
イ
ッ
チ
の
切
り
忘
れ
は
事
故
の
も
と
！

ア
イ
ロ
ン
な
ど
の
使
用
中
、
そ
の
場
を
離

れ
る
時
は
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
プ
ラ
グ
を

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
こ
う
。

⑦�

屋
外
器
具
な
ど
の
破
損
や
電
気
器
具
へ
の

雨
水
の
浸
入
は
故
障
や
漏
電
の
原
因
に
！

防
湿
型
・
防
雨
型
の
器
具
を
使
お
う
。

⑧�

Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
は
、
国
が
定
め
て
い
る
基

準
に
適
合
し
た
製
品
に
標
示
さ
れ
る
安
全

の
目
印
。
こ
の
マ
ー
ク
が
標
示
さ
れ
た
も

の
を
使
お
う
。

素
人
工
事
は
事
故
の
も
と
！

電
気
の
工
事
は
電
気
工
事
店
へ

●�

ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
ド
を
釘
や
金
具
で
固
定
す

る
と
コ
ー
ド
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
シ
ョ
ー

ト
や
漏
電
の
恐
れ
が
あ
り
、
火
災
や
感
電

の
原
因
に
！

●�

コ
ー
ド
と
コ
ー
ド
を
ね
じ
っ
て
つ
な
ぐ
と
、

つ
な
い
だ
箇
所
が
過
熱
し
シ
ョ
ー
ト
や
火

災
の
原
因
に
も
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

　

遠
見
山
の
美
し
い
桜
道
を
一
緒
に
あ
る
き

ま
せ
ん
か
？
花
見
を
す
れ
ば
、
心
も
身
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!!

【
開
催
日
】

平
成
27
年
３
月
29
日
（
日
）
※
少
雨
決
行

【
時　

間
】

９
時　
　
　

受
付
開
始

９
時
30
分　

出
発
式
～
ス
タ
ー
ト

【
集
合
場
所
】

「
庵
川
漁
港
」
駐
車
場

※
案
内
板
を
設
置
し
ま
す
。

＊
門
川
温
泉
「
心
の
杜
」
近
く

【
参
加
費
】

お
一
人
様
１
、５
０
０
円

※
保
険
・
昼
食
込

【
申
込
方
法
】

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
９
８
２
|
６
３
|
３
２
３
６

電
話
申
込
は
８
時
～
17
時
ま
で
に
お
願
い
致

し
ま
す
。

※
３
月
26
日
（
木
）
締
切

【
コ
ー
ス
・
注
意
点
】

遠
見
山
１
周　

約
15
㎞

※
各
自
、
天
候
次
第
で
雨
具
を
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

（
主　

催
）

庵
川
東
・
牧
山
地
区
農
用
地
利
用
改
善
組
合

庵
川
東
環
境
保
全
活
動
組
織

農
産
物
販
売
所
遠
見
の
里
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

※�

や
む
を
得
ず
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
ご
確
認

の
上
、
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

医
師
会
在
宅
当
番
医
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
９
８
２
|
５
３
|
１
２
１
４

電
気
の
安
全
な
使
い
方

遠
見
山
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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職
業
訓
練
と
就
職
支
援
が
就
職
成
功
の
カ
ギ
！

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
は
も
の
づ
く
り
の
技

能
・
知
識
を
身
に
付
け
る
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
募
集
す
る
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
科
（
も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
）
は
機
械
加

工
の
訓
練
に
加
え
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎

知
識
を
身
に
付
け
る
導
入
訓
練
や
実
践
力
を

養
う
企
業
実
習
も
受
け
ら
れ
る
就
職
に
強
い

訓
練
コ
ー
ス
で
す
。

◎
職
業
訓
練
生
（
離
職
者
対
象
）
募
集

・
訓
練
期
間

　

平
成
27
年
５
月
12
日
～

　

平
成
27
年
11
月
26
日

　
（
導
入
訓
練
＋
６
ヶ
月
間
）

・
訓
練
課

　

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
（
も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
）　

15
名

※�

訓
練
内
容
に
つ
い
て
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
見
学
は
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

・
募
集
期
間

　

平
成
27
年
２
月
２
日
～
４
月
３
日

・
入
所
資
格

　

求
職
中
の
方
（
概
ね
40
歳
未
満
の
方
）

・
受
講
料

　

�

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
は

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡
で
職

業
訓
練
生
募
集
！

生活や福祉の相談相手となる地域の民生委員・児童委員を紹介します。

民生委員・児童委員及び主任児童委員に関するお問い合わせは、役場福祉課まで☎（0982）63-1140（内線232）

民生委員児童委員（町内44名を順次紹介させていただきます）

平城西：山本　澄夫 梅ノ木：弓削　美穂子 宮ヶ原：金丸　隆 宮ヶ原：菊池　廣美

小
児
科  
日
曜
・
祝
日
在
宅
当
番

医
の
お
知
ら
せ



3月のカレンダー
（平成27年２月10日現在）

土
3/1 6 7

土
3 4 5

日
2
月 火 水 木 金

8 13 1410 11 129

15 20 2117 18 1916

22 27 2824 25 2623

29 3 431 4/1 230

ひな山祭り
（2/27（金）～3/3
（火）まで開催
10：00～18：00
三ヶ瀬集落セン
ター）

婦人親睦のつどい
（13：00～
門川町総合文化
会館）

行政相談日
（10：00～15：00
門川町総合福祉
センター）

心の杜休館日

無人島「乙島」
見たい！片づけ隊
（9：00～　乙島）

町内中学校
卒業式

春分の日

乙女の島旅！～
健・美・食in乙島
（22日まで
乙島、心の杜ほか）

第29回かどがわ
健康ロードレー
ス大会
（8：30～
門川海浜総合公園）

町内小学校
卒業式

町内小中学校
修了式

★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　�

　
３
月
25
日
は
、
２
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
３
月
25
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、４
月
10
日
に
再
振
替
し
ま
す
。
な
お
、１
月
分
の
再
振
替
は
３
月
10
日
に
行
な
い
ま
す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

　�

　
今
月
上
旬
に
水
道
料
金
２
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ

に
な
っ
て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し
て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
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　春の異動シーズンが到来します。この時期に引越を予定している方は、異動届が必要になります。そこで、
門川町役場では異動に伴う手続きが必要となる一部の窓口業務を、開庁時間外に開設します。具体的な取り
扱い業務については下記をご覧ください。

【開設日時】　平成２７年３月２８日（土）　　８：３０～１７：１５
３月２９日（日）　　８：３０～１７：１５
３月３０日（月）　１７：１５～１９：００
３月３１日（火）　１７：１５～１９：００
４月　１日（水）　１７：１５～１９：００
４月　２日（木）　１７：１５～１９：００
４月　３日（金）　１７：１５～１９：００

【取扱業務】　
〈町民課〉�町民窓口係：�住民異動届（転入・転出・転居等）に関する業務（住基カードによる転入転出を除

く）、各種証明書交付（住民票等・印鑑登録証明書・戸籍証明書等）及び印鑑登録
に関する業務

　　　　　医療年金係：国民健康保険被保険者資格異動届（取得、喪失）に関する業務

〈福祉課〉子育て支援係：児童手当、児童扶養手当、子ども医療等に関する業務

【ご注意】
　手続きに際して、本人確認証明書（免許証等）・印鑑・添付書類等が必要になります。事前に担当課まで
ご確認いただいておきますと、手続きがスムーズに進みます。なお、取扱い業務のうち、他の行政機関など
に確認する必要がある場合は、手続きできないこともあります。

お問い合わせ先：門川町役場　代表番号☎ 0982-63-1140
　　　　　　　　手続き・届出等の詳細は、各担当課にてお尋ねください。

　

耳
川
流
域
（
日
向

市
・
門
川
町
・
美
郷

町
・
諸
塚
村
・
椎

葉
村
）
の
市
町
村
や

商
工
会
等
で
組
織
す

る
「
耳
川
流
域
地
場

産
業
振
興
対
策
協
議

会
」
で
は
、
日
向
入

郷
の
地
場
産
業
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た

『
地
場
産
品
展
示
即
売
会
』
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
即
売
会
で
は
毎
回
、
各
市
町

村
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
や
、
鮎
の

塩
焼
き
の
振
る
舞
い
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
、
多
く
の
買
い
物
客
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、３
月
19
日（
木
）～
20
日（
金
）

の
２
日
間
、
宮
崎
市
高
千
穂
通
り
に
お
い

て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来

場
い
た
だ
き
、
自
慢
の
一
品
を
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

【
日　

時
】
平
成
27
年
３
月
19
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

平
成
27
年
３
月
20
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

【
場　

所
】

宮
崎
市
高
千
穂
通
り
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

（
宮
崎
山
形
屋
前
歩
道
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

宮
崎
県
耳
川
流
域
地
場
産
業
振
興
対
策
協

議
会
事
務
局

日
向
市　

産
業
経
済
部
商
工
港
湾
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ	

０
９
８
２
|
５
２
|
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ	

０
９
８
２
|
５
４
|
５
２
６
９



「町報かどがわ」についてのご意見 ･ご要望は総務課までハガキか FAXでお送りください。
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●町内人口

（　　）内は前月

２月10日現在

男

8,712
(8,704)

9,643
(9,653)

18,355
(18,357)

6,976
(6,971)

女 計 世帯数

＜作り方＞
①�トマトはヘタを取る。８等分のくし形に切り、
さらに半分に切って一口大にする。
②�きゅうりは端を切り落とし、一口大の乱切り
にする。
③カマンベールチーズは一口大に切っておく。
④�①～③を水けをきってボールに入れ、醤油を
加えて全体を混ぜ合わせる。
⑤�かつお節を加えて全体をからめ、器に盛り付
ける。

AKB野菜レシピコンテスト優秀賞「トマトとチーズのおかか和え」
～門川の野菜がメインの簡単サラダ!!チーズとおかかの組み合わせがユニーク♪～

1人当たり：野菜 約140ｇ
（目標の約１/３の野菜がとれる!!）

1日にとりたい野菜の目標量は350ｇです。
※目安は、1日５皿程度の野菜料理です!!

（問合せ先）町民課　健康づくり係

（
レ
シ
ピ
考
案
者
）

　

門
川
高
校
２
年

　

川
並　

史し

音お
ん

さ
ん

　

佐
藤
幸こ

う

志し

郎ろ
う

さ
ん


